
第16回フューチャーセッションのご案内

「広がる宇宙ビジネスとリスクマネジメント」

〈 開催概要 〉

■ 日 時

■ 開催方法

■ 定 員

■ 対 象

■ テ ー マ

■ 話題提供者

■ 内 容

■ OSFC会員企業ピッチ

〈 お申込み 〉

今回のフューチャーセッションはスペースベース Qにてオンサイト開催いたします。
応募フォーム、もしくはメール（ info@osfc.or.jp ）にてご登録ください。

締切：8月25日 (木)午後14時まで

定員になり次第、募集を締め切らさせていただきます

※申込後、イベント開催までに確認メールが送信されます。
迷惑メール対策などでドメイン指定を行っている場合、
メールが受信できない場合がございます。info@osfc.or.jp
の受信設定をお願いいたします。

前日までにメールが届かない場合は事務局までご連絡ください。

こちらの応募フォームより
お申し込みください

←申込QRコード

※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、実施形態が変更になる可能性があります。実施形態が変更になる際は、
申込時に登録されたメールアドレス宛に変更のご連絡をいたします。

令和４年8月26日 (金) 14：00～16：00

スペースベース Q（大分市府内町1-4-11つのビル３F）

定員30名程度

OSFC法人会員、個人会員、賛助会員、SBQ学生会員：無料

（上記会員以外の参加希望者：15,000円）

「広がる宇宙ビジネスとリスクマネジメント」

佐上 雄祐（さがみ ゆうすけ）氏

東京海上日動火災保険株式会社 航空宇宙・旅行産業部
エアライン宇宙保険室 課長

株式会社ウエキコーポレーション 大分支店 羽田野 昌弘氏

「会社概要の説明と宇宙事業の実績紹介」

宇宙ビジネスに参加する上で考えられるリスクや障壁について、他産業
と比較して「リスクの可視化」がしづらい点が挙げられます。技術、法
制度やルール、ビジネスモデル、がまだ国際的にも未成熟な分野が多く、
事業参入の検討に際しては、どこにどのようなリスクがあるのかという
点を容易には見通せない難しさがあります。また、このような不確実性
が多くあるなかで、中長期的な会社の事業成長に向けていかに社内の
オーソライズを獲得していくのか（＝社内を巻き込んでいくのか）、と
いう点も事業参入を進めるうえでの障壁といえます。これらを踏まえつ
つ、話題提供を行います。
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■ 話題提供者 佐上 雄祐（さがみ ゆうすけ）氏

東京海上日動火災保険株式会社

航空宇宙・旅行産業部 エアライン宇宙保険室 課長

＜プロフィール＞

■ タイムスケジュール 進行・ファシリテーター：高山
13：30～ 開場時間

14：00～14：05 開会挨拶

14：05～14：15 OSFC会員 企業ピッチ 株式会社ウエキコーポレーション

14：15～15：00 話題提供 「広がる宇宙ビジネスとリスクマネジメント」

佐上 雄祐（さがみ ゆうすけ）氏

15：00～15：10 休憩

15：10～16：00 ワークショップ （※スケジュールは変更となる可能性があります。）

主催：一般社団法人おおいたスペースフューチャーセンター（OSFC）
（お問い合わせ）スペースベースQ事務局 TEL：097-589-8622 /E-MAIL：info@osfc.or.jp

■ OSFC・SBQ会員企業ピッチ 株式会社ウエキコーポレーション 羽田野 昌弘氏

「会社概要の説明と宇宙事業の実績紹介」 企業ホームページはこちらから

2013年からは米国ニューヨーク駐在員として日系顧客を中心に現地保険プログラムの運営に従事。
現在の航空宇宙・旅行産業部では、本年4月より立ち上げた社内横断の宇宙プロジェクトのリー
ダーを務める。千葉県出身。趣味はスポーツ観戦。

佐上さんより

「東京海上日動は、国際宇宙保険市場のメインプレーヤーとして、40年以上に亘り宇宙保険の提供
を通じて世界の宇宙産業の発展を支援してきました。近年の急速な技術進展や官民の積極的な連携
により宇宙産業はこれからさらに大きな成長が期待される一方で、まだまだ他の産業に比べると大
きな事業リスクが潜んでいるといえます。より多くの企業が宇宙ビジネスへの参入を目指せる世界
を実現するために、保険会社が果たすべき役割や取り組みをご紹介します。また、当社として宇宙
分野への取り組みを一層加速化すべく、本年4月より社内横断の「宇宙プロジェクト」を立ち上げ
ました。こちらの設立に至った経緯についても触れさせていただきます。」

「宇宙プロジェクト」と、そのプロジェクトを加速させるための取組について

① 「宇宙プロジェクト」の始動～宇宙ならではのリスクに挑戦し、社会課題を解決

https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/company/release/pdf/220224_01.pdf

（解説）東京海上日動は、保険の開発・提供やリスクコンサルティングを通して、宇宙産業に携わ
るお客様の取り組みや社会課題の解決を支援し、産業の成長・発展に貢献することを目指す「宇宙
プロジェクト」を始動致しました。

② JAXA主催「THINK SPACE LIFE アクセラレータプログラム2021」共創事業パートナーに選定

https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/company/release/pdf/220224_01.pdf

（解説）東京海上日動は、2022年4月に始動した「宇宙プロジェクト」を加速させるため、JAXA主
催の本プログラムに共催する有人宇宙システム株式会社（以下「JAMSS」）の提示テーマ「持続可
能な自己管理行動を支える遠隔・健康管理支援サービスの開発」に対して、「個人の自発的な健康
管理から企業の労務管理まで快適に暮らすための提案」を行い、地上と宇宙双方の暮らしをより良
くする新たな事業提案として共創事業パートナーの1社に選定されました。

東京海上日動火災保険株式会社に入社後、法人事業部門にて化
学業界/総合電機業界の保険・リスクコンサルティング業務や顧客
との新規事業開発を担当。
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